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Ⅰ新技術の解説 

１ 要旨 

 畜舎から排出される糞尿混合物は、多くが野積みされている現状にある。しかし、近年の畜産情勢におい

ては、糞尿処理に対する過大な投資が困難であるため、低コストで良質堆肥を生産する方法を確立する必

要がある。そこで、耕種農家等に供給できる良質な堆きゅう肥を低コストで生産し、広域流通の推進を図る

ため、安価なフレキシブルコンテナーバッグ（以下フレコンバッグと略）を利用した堆肥化技術を検討した。 

(1)フレコンバッグの仕様（表１参照） 

バッグは主に飼料等の運搬に用いられているのもので、３千円程度と安価である。 

 耐久性は２回以上の使用が可能であり、飼料等の運搬に使用されたバッグを再利用することで、さらなる

コスト低減が考えられる。 

(2)投入糞素材 

おが屑、イナワラ等の副資材で水分調整（６０～７０％程度）、比重調整（０．５～０．６程度）したものを、糞が

均一に混ざるよう混合する。混合は、マニュアスプレッダーを利用することで可能となる。また、連続圧搾脱

水機で処理したものは、水分、比重、発酵が理想的で投入素材として適していた。 

(3)バッグへの投入 

 バッグへの投入は、バケットローダー等によるものが簡便である。また、バーンクリーナーを設置している

酪農家では、これらを利用して投入する方法も可能と思われる。バッグ投入口に、漏斗状のもの（コンパネ

で簡易に作成可能）を使用すると糞を投入しやすい。 

(4)バッグの設置 

 糞を投入したバッグは、屋根なしの空き地等に設置可能で、特別の施設は必要としない。 

(5)発酵 

発酵温度は、３～４日で最高温度に達し、夏期で７０℃以上、冬期で６０℃程度の発酵温度が数日間続く。

温度は漸減して約２ヶ月で外気温に近くなる。 

(6)臭気 

 バッグ内部のアンモニア臭気は最高500ppm程度検知されたが、外部においてはバッグ内部の２０分の１

以下と防臭効果がみられる。また、バッグ内部においても臭気濃度は、約１週間で低濃度になる。 

(7)堆肥化  

約３ヶ月でバッグを開袋すると、内容物は黒褐色となり、糞臭や汚物感が少ない堆肥ができる。堆肥化専用

バッグと比較しても同等であった。 

 

２ 期待される効果 

 安価なフレコンバッグの利用により野外でも低コスト堆肥化が可能となり、広域流通にも対応可能。また、

アンモニアの飛散を防ぎ、周辺環境に与える影響を少くできる。 

 

３ 適用範囲 

  酪農家 

 

４ 普及上の留意点 

(1)投入する糞の水分、比重調整を行い、混合する 

(2)バッグは下部からの通気も確保するため、パレットなどの上に置く 

(3)梅雨や低温期にはビニールシート等による防水、防寒対策が必要 

(4)生糞投入での堆肥化は内容量の減少がみられるが、２０～３０日程度、堆肥舎での１次発酵処理後に 

投入することで抑えられる 

(5)冬期間は、夏期のように発酵が進まないため、防寒対策が必要である。 
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